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この研究の詳細についてお知りになりたい方は、下欄の問い合わせ担当者ま

で直接お問い合わせください。 

なお、この研究の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身の試料

（血液など）や診療情報（カルテの情報）をこの研究に使ってほしくないと思

われた場合にも、下欄の問い合わせ担当者までその旨をご連絡下さい。 

試料・情報の利用

目的及び利用方

法 

 

●研究の名称 

Splenic preservation versus splenectomy during 

laparoscopic distal pancreatectomy for benign and 

low-grade malignant pancreatic tumor: A 

propensity score matching analysis 

（良性～低悪性度膵腫瘍に対する腹腔鏡下尾側膵切除術

の際の脾温存術と脾合併切除術の比較検討；Propensity 

score matching 解析を用いる） 

 

●研究の対象 

1993 年１月１日から 2018 年 12 月 31 日までに、腹

腔鏡下膵切除術を受けられた方 

 

●研究の目的 

腹 腔 鏡 下 膵 体 尾 部 切 除 術 （ laparoscopic distal 

pancreatectomy; LDP）は膵臓の良性あるいは悪性疾患

に対する標準的な切除術式として急速に普及してきてい

ます。 LDP には、脾臓摘出を伴う標準的 LDP や、脾血

管温存膵体尾部切除術（laparoscopic spleen and vessel 

preserving distal pancreatectomy; L-SPDP）など、い

くつかの術式があります。 

LDPの際に脾臓摘出するか、脾臓温存のどちらが優れてい

るかに関しては未だ明らかではありません。そのため現時

点では施設、術者の意向で脾合併切除の有無が決定されて

いるのが現状です。 

これまでに脾温存と脾合併切除術を比較した大規模な研

究はありません。本研究の目的は、日韓の専門施設で行わ

れた LDP 症例を集積し、脾温存術と脾合併切除のいずれ

が優れているかを検討することです。 

 

●研究の期間 

倫理委員会承認日から20２3年３月31日まで 
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●他の機関に提供する場合には、その方法 

共同研究機関である九州大学へのデータの提供は、記憶媒

体（ＤＶＤ）に保存し、郵送で行います。記憶媒体に保存

する場合には、個人を特定する情報は削除し、パスワード

をかけ、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行い

ます。対応表は、研究責任者が保管・管理します。 

 

利用し、又は提供

する試料・情報の

項目 

 

●研究に使用する試料・情報： 

情報：病歴、治療歴、手術時間、手術中出血量、術後合併

症の発生状況、カルテ番号 等 

利用する者の範

囲 

●共同研究機関の名称及び研究責任者 

研究責任者：九州大学大学院医学研究院臨床・腫瘍外科学

分野 教授 中村雅史 

共同研究機関 

①日本肝胆膵外科学会に所属し、臨床研究に参加可能な医

療機関（約80施設） 

②韓国肝胆膵外科学会に所属し、臨床研究に参加可能な医

療機関（約80施設） 

九州大学臨床・腫瘍外科(第一外科)ホームページ 

ホームページのURL 

http://www.surg1.med.kyushu-u.ac.jp// 

 

試料・情報の管理

について責任を

有する者の氏名

又は名称 

 

●研究責任者 

九州大学大学院医学研究院臨床・腫瘍外科学分野 教授 

中村雅史 

 

浜松医科大学医学部附属病院 外科学第二講座 助教 

森田剛文 

 

試料・情報の利用

又は他の研究機

関への提供の停

止（受付方法含

む） 

 

あなたの試料または情報を研究に使用することや、あなた

の試料または情報を他の研究機関に提供することを望ま

ない場合には、問い合わせ先まで連絡をいただければ、い

つでも使用や提供を停止することができます。連絡方法

は、問い合わせ先に記載のある電話もしくはメールでお願

いします。 
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資料の入手また

は閲覧 

 

 

この臨床研究の計画や方法については、あなたのご希望に

応じて資料の要求または閲覧ができます。あなたがご自分

の研究結果を知りたいと希望される場合は、研究担当者に

その旨をお伝えいただければ、他の研究対象者に不利益が

及ばない範囲内で、あなた自身にあなたの結果をお伝えし

ます。希望された資料が他の研究対象者の個人情報の場合

には、資料の提供または閲覧はできません。 

 

情報の開示 あなたご自身が研究の概要や結果などの情報の開示を希

望される場合は、他の参加者に不利益が及ばない範囲内

で、原則的に結果を開示いたします。しかし、情報の開示

を希望されない場合は、開示いたしません。 

また、本研究の参加者以外の方が情報の開示を希望する

場合は、原則的に結果を開示致しません。 

 

問い合わせ先 

 

 

〒431-3192 

浜松市東区半田山一丁目20番 1号 

浜松医科大学医学部附属病院 

診療科：外科学第二講座 

担当者：森田 剛文 

TEL：053-435-2279 FAX：053-435-2273 

E-mail：yoshi-mo@hama-med.ac.jp 


